




















販売高見込みは 6566 億円で前年比 2.4 ポイント増となっている。同社
の 2014 年時点の薬効別市場規模では、総合感冒薬が最も大きく、全体
の 9.2％を占めており、目薬、外用消炎鎮痛剤が続いている（薬事ハン

















































































合感冒剤 75 製品の 16 の記載事項を「使用に関する 7 項目」10）「法的規
















































対象製品の画像として、2016 年 8 月 29 日から同年 9 月 15 日の間に画


















































































各項目記載件数は、製品名 577 件、リスク表示 514 件、用法・用量・内
容量 492 件、効能・効果 481 件、成分分量と働き 334 件、薬効分類名
301 件、製薬企業名 284 件、利便性 105 件、安心の提供 105 件、服用対
象 102 件であった。

























製品名 577 98.0 372 63.2 374 63.5 229 38.9 216 36.7
リスク表示 514 87.2 61 10.4 165 28.0 171 29.0 176 29.9
用法・用量・内容量 492 83.5 34 5.8 149 25.3 175 29.7 277 47.0
効能・効果 481 81.7 362 61.5 317 53.8 208 35.3 198 33.6
成分分量と働き 334 56.7 144 24.4 157 26.7 146 24.8 152 25.8
薬効分類名 301 51.1 183 31.1 144 24.4 63 10.7 47 8.0
製薬企業名 284 48.2 65 11.0 22 3.7 182 30.9 149 25.3
利便性 105 17.8 20 3.4 34 5.8 34 5.8 46 7.8
安心の提供 105 17.8 38 6.5 29 4.9 61 10.4 55 9.3
服用対象 102 17.3 46 7.8 28 4.8 43 7.3 34 5.8
※各記載割合は分析対象総数（N=589）に対する割合を表す
（239）
名 372 件（63.2％）、効能・効果 362 件（61.5％）、薬効分類名 183 件
（31.1％）であった。右上部に記載があるものは、多いほうから製品名
374 件（63.5 ％）、 効 能・ 効 果 317 件（53.8 ％）、 リ ス ク 表 示 165 件
（28.0％）であった。左下部に記載があるものは、多いほうから製品名
229 件（38.9 ％）、 効 能・ 効 果 208 件（35.3 ％）、 製 薬 企 業 名 182 件
（30.9％）であった。右下部に記載があるものは、多いほうから用法・



















製品名が上半分にあるもの 242 件を 100％としたとき、各項目の出現
頻度とクラメール連関係数を求めた。連関係数が有意なものについて、



















能・効果 56.6％、薬効分類名 41.3％、用法・用量・内容量 8.3％、製薬
企業名 7.9％であった。右上部に記載されるものは、効能・効果 46.3％、








製品名が下半分にあるもの 99 件を 100％としたとき、各項目の出現
頻度とクラメール連関係数を求めた。連関係数が有意なものについて、





































































































































































2007 年に、法律では一般用医薬品と表現されるものの呼称を OTC 医薬品









ング、関連文献調査、社内データベースを併用して、2016 年 3 月から 8
月に実施した調査。
4 ）　富士経済が一般用医薬品を 73 の薬効に分類して実施した市場動向調査
結果について、薬事ハンドブック 2016 に掲載されたものを引用した。
5 ）　マイボイスコム株式会社が 2007 年にインターネットコミュニティ「My 
voice」の登録メンバー 15695 名を対象に実施したインターネット調査。
6 ）　医療用医薬品（主に医師が処方する医薬品）は除外している。
7 ）　マイボイスコム株式会社が 2013 年に「My voice」のアンケートモニター
9574 名を対象に実施したインターネット調査。
8 ）　副作用の危険性について、要指導医薬品、第 1 類医薬品、指定第 2 類医
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